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仲
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ら
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を
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国
交
省

伝
達
式
業
務
に
精
励
し
他
の
模
範
に

下
水
道
管
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
推
進

特
性
に
応
じ
た
解
決
で
方
向
性

国
土
交
通
省
は
１１
月
２１

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

共
用
大
会
議
室
で
令
和
７
年

秋
の
褒
章
伝
達
式
を
行
っ

た
。
公
衆
の
利
益
に
尽
力
し

た
藍
綬
褒
章
、
農
・
商
・
工

業
な
ど
業
務
に
精
励
し
他
の

模
範
と
な
る
黄
綬
褒
章
、
社

会
奉
仕
活
動
で
顕
著
な
実
績

を
上
げ
た
緑
綬
褒
章
の
各
受

章
者
に
褒
章
が
授
与
さ
れ
、

終
了
後
は
皇
居
で
天
皇
陛
下

に
拝
謁
し
た
。

本
紙
関
係
で
は
黄
綬
褒
章

を
受
章
し
た
仲
田
一
郎
ヤ
シ

マ
工
業
㈱
代
表
取
締
役
・
全

国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
理
事
、
石
川
雅
一
三
晃
産

業
㈱
代
表
取
締
役
・
一
般
社

団
法
人
徳
島
県
設
備
業
協
会

会
長
、
須
藤
朗
孝
東
弘
電
機

㈱
社
長
・
一
般
社
団
法
人
青

森
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

会
長
、
田
本
稔
島
根
水
道
㈱

社
長
・
一
般
社
団
法
人
島
根

県
管
工
事
業
協
会
会
長
、
星

野
幸
作
元
興
洋
管
建
㈱
社
長

・
元
一
般
社
団
法
人
新
潟
県

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
会
長

ら
が
出
席
。
廣
瀬
昌
由
技
監

か
ら
授
与
さ
れ
た
。

席
上
、
廣
瀬
技
監
は
「
皆

さ
ま
は
イ
ン
フ
ラ

を
通
じ
た
地
域
の

発
展
、
迅
速
な
災

害
復
旧
な
ど
に
尽

力
さ
れ
た
。
多
年

に
わ
た
る
貢
献
に

深
く
敬
意
を
表
す

る
。
わ
が
国
は
多

発
化
・
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
や
少

子
高
齢
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
、
当
省

は
国
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
、

国
土
強
靭
化
、
持
続
的
経
済

成
長
に
向
け
た
戦
略
的
社
会

資
本
整
備
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
、
担
い
手
確
保
な
ど
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
課
題

解
決
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い

す
る
」
と
金
子
恭
之
国
交
相

の
祝
辞
を
代
読
し
、
受
章
者

を
称
え
た
。

国
土
交
通
省
は
１１
月
２０
日
、
東
京
・
新
宿
区
の
公
益
財
団
法
人
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
で
第
２
回
「
下
水
道

管
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
高
度
化
・
実
用
化
推
進
会
議
」
（
委
員
長
・
加
藤
裕
之
東
京
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
都
市
工
学
専
攻
特
任
准
教
授
）
を
開
催
し
た
。
同
推
進
会
議
の
今
後
の
検
討
の
方
向
性
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
全
国
特
別
重
点
調
査
に
お
け
る
調
査
難
所
の
克
服
に
向
け
て
活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。
水
位
、
人

孔
、
水
流
、
硫
化
窒
素
、
土
砂
な
ど
調
査
難
所
の
特
性
に
応
じ
た
解
決
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

当
日
は
本
田
康
秀
大
臣
官

房
参
事
官
（
上
下
水
道
技

術
）
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
管
路
の
調
査
難
所
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
実
態
が
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今

後
は
可
視
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
臨
時
国
会
で
も
埼

玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事

故
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

新
技
術
を
開
発
す
る
だ
け
で

な
く
、
現
場
で
実
装
さ
れ
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
本
日

は
ド
ロ
ー
ン
や
浮
流
式
カ
メ

ラ
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
て
今
後
の
方
向
性

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
年
度
中
に
新
技
術
の
調
達

環
境
整
備
に
関
す
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
す
る
予
定

だ
。
精
力
的
な
議
論
を
お
願

い
す
る
」
と
述
べ
、
一
層
の

協
力
を
要
請
し
た
。

続
い
て
加
藤
委
員
長
が

「
道
路
陥
没
や
設
備
の
老
朽

化
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
上
下
水
道
管
内
は

危
険
な
場
所
で
あ
る
こ
と
も

再
認
識
さ
れ
て
い
る
。
安
全

な
管
内
調
査
に
は
新
技
術
の

活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
上

下
水
道
事
業
の
新
た
な
発
展

に
も
つ
な
が
る
。
新
た
な
技

術
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
皆
さ
ま

と
議
論
し
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
た
。

議
事
で
は
今
後
の
検
討
の

方
向
性
と
し
て
高
度
化
・
実

用
化
を
め
ざ
す
技
術
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
再
整
理
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
目
視
調
査
（
調

査
難
所
の
克
服
・
管
内
に
入

ら
な
い
）
、
管
路
更
生
、
セ

ン
シ
ン
グ
・
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
管
厚
・
強
度
測
定
、
空

洞
調
査
、
デ
ー
タ
活
用
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
の

う
ち
デ
ー
タ
活
用
で
は
デ
ー

タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ａ
Ｉ

画
像
診
断
を
行
う
。

全
国
特
別
重
点
調
査
を
踏

ま
え
た
調
査
難
所
の
克
服
に

つ
い
て
は
最
重
要
課
題
と
位

置
づ
け
、
水
位
が
高
い
こ
と

や
人
孔
ス
パ
ン
が
長
距
離
で

あ
る
こ
と
、
水
流
が
速
い
こ

と
な
ど
が
調
査
の
主
要
な
障

害
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。

こ
の
た
め
水
位
低
下
対
策
を

実
施
し
た
う
え
で
飛
行
式
ド

ロ
ー
ン
・
浮
流
式
カ
メ
ラ
の

改
良
・
活
用
な
ど
に
努
め
て

い
く
。

同
推
進
会
議
で
は
１２
月
下

旬
頃
に
技
術
的
課
題
の
見
え

る
化
と
検
討
対
象
技
術
に
関

す
る
開
発
目
標
の
設
定
、
今

年
度
中
に
調
達
環
境
整
備
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
（
第
１
弾
）
を

策
定
す
る
方
針
だ
。

調査難所の克服へ調査難所の克服へ

国交省技術会議が活発に意見交換

本田参事官

加藤委員長

全国から受章者が参集

廣瀬技監
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